
計画（会合）名称 株式会社ソリッドレイ研究所および富士通（株）川崎工場への見学会

開催日時

開催場所

参加者

実施組織

開催目的

開催内容

開催結果(成果)

ご

2023年9月14日版

人材育成・教育企画委員

春季講演会に参加する参加者を対象に、シンポジウムと連動した見学会を行うことにより、
VR/AR技術に対する興味を促し研究促進に繋がることを目的とする。また、学生や若手研究
者向けにスーパーコンピューターの歴史などを学ぶことにより、研究促進に繋がることを目的
とする。
春季講演会に参加する参加者を対象に、3月22日（ソリッドレイ研究所）と25日（富士通テクノロ
ジーホール）に施設見学会を開催した。

①ソリッドレイ研究所見学会
開催日時：2024年3月22日（金）13：30～15：30（前半）、16：00～18：00（後半）
参加者数：13名（前半5名、後半8名）

②富士通テクノロジーホール見学会
開催日時：2024年3月25日（月）14：00～16：00
参加者数：15名

計画した人数よりも参加者は少なかったが、そのかわり余裕を持って見学ができ質疑応答の
時間をとることができたため、参加者の満足度は高かった。アンケート（別紙）を見る限り、最新
技術を知る良い機会であったとの回答が多く、研究促進につながることを確信できた。
①ソリッドレイ研究所見学会については、最新のAR／VR技術を体験でき、特にゴーグル以外
の他の位置センサー、加速度センサーとの連携による臨場感増大の効果を実体験を持って確
認できた。応用物理学会のセンサー技術がどのような形でメタバース研究に貢献できるかを実
感し、創造的な議論ができた。
②富士通テクノロジーホール見学会については、模型による説明のみならず、量子コンピュー
ターや半導体集積回路の専門家による詳細な技術説明があった。招待講演レベルの情報も
提供していただいたため、極めて深い理解ができた。見学者の混み入った質問にも真摯に回
答して頂き、大変有意義な時間を過ごすことができた。

西暦　2024年3月22日と2024年3月25日の2日間

（株）ソリッドレイ研究所（横浜市神奈川区鶴屋町2-20-1 ）
富士通（株）テクノロジーホール（川崎市中原区上小田中4-1-1）

ソリッドレイ研究所 13名、富士通テクノロジーホール 15名（内応用物理会員 　28
名）

ソリッドレイ研究所見学会（集合写真と空中ブランコ） 富士通テクノロジーホール見学会


